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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 12,733 6.6 1,085 23.5 1,140 23.0 762 21.8

2021年３月期第２四半期 11,941 △3.2 879 △3.2 927 △1.0 625 △1.5

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 712百万円（△13.3％） 2021年３月期第２四半期 821百万円（23.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 103.60 －

2021年３月期第２四半期 85.03 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 26,241 18,244 69.5 2,477.02

2021年３月期 26,555 18,108 68.1 2,458.84

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 18,229百万円 2021年３月期 18,095百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期（予想） － 70.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,500 △1.1 2,600 △21.1 2,700 △20.5 1,800 △22.0 244.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値につい

ては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値につい

ては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 7,378,050株 2021年３月期 7,378,050株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 18,512株 2021年３月期 18,512株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 7,359,538株 2021年３月期２Ｑ 7,359,683株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、緊急事態宣言やま

ん延防止等重点措置が実施され、経済活動が抑制されるなか、企業収益や設備投資に持ち直しの動きがみられまし

た。一方、ワクチン接種は促進されているものの、引き続き感染症の再拡大等の懸念もあり、景気の先行きは依然

として不透明な状況が続いております。

　当社グループが関連する建設業界におきましては、公共投資は高水準で推移しているものの、建設技術者、技能

労働者の不足、鋼材価格の上昇や新型コロナウイルス感染症の影響など、業界を取り巻く環境は予断を許さない状

況にあります。

　このような状況の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は127億33

百万円（前年同四半期比6.6％増）となりました。収益面につきましては、売上高の増加などにより経常利益11億

40百万円（前年同四半期比23.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益７億62百万円（前年同四半期比21.8％

増）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

　セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

［ファスナー事業］

　付加価値の高い「あと施工アンカー」をはじめとする建設資材の販売は減少し、耐震関連工事の売上は前年同四

半期と比較して同水準で推移したことなどにより、売上高は38億54百万円（前年同四半期比2.3％減）となりまし

た。

［土木資材事業］

　主力商品であるロックボルト及びトンネル補助工法に係る土木資材の販売が前年同四半期と比較して増加したこ

となどにより、売上高は36億46百万円（前年同四半期比15.6％増）となりました。

［建設事業］

　元請物件をはじめとした手持工事が順調に進捗したことなどにより、売上高は52億32百万円（前年同四半期比

8.0％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億14百万円減少し、262億41百万円

（前連結会計年度比1.2％減）となりました。これは主として完成工事未収入金の減少によるものであります。

　また、負債につきましては、主として支払手形及び工事未払金等の減少により、前連結会計年度末に比べ４億50

百万円減少し79億96百万円（前連結会計年度比5.3％減）となりました。

　なお、純資産につきましては、利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ１億35百万円増加し、182億

44百万円（前連結会計年度比0.7％増）となり自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.4ポイント増加となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結予想につきましては、2021年５月13日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあり

ません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,182,857 2,980,109

受取手形及び完成工事未収入金等 10,634,569 －

受取手形及び売掛金 － 4,399,320

完成工事未収入金 － 4,102,611

有価証券 1,200,000 2,199,990

未成工事支出金 423,602 590,598

商品 1,760,509 2,357,004

原材料 17,890 26,883

その他 645,324 707,260

貸倒引当金 △3,288 △2,683

流動資産合計 17,861,465 17,361,096

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,102,976 1,064,970

機械装置及び運搬具（純額） 185,228 208,853

工具、器具及び備品（純額） 34,014 38,188

土地 3,211,906 3,211,906

リース資産（純額） 10,758 8,610

建設仮勘定 621 678

有形固定資産合計 4,545,507 4,533,208

無形固定資産

その他 89,231 142,346

無形固定資産合計 89,231 142,346

投資その他の資産

投資有価証券 3,579,889 3,735,709

退職給付に係る資産 232,675 234,291

繰延税金資産 10,389 6,225

その他 254,414 245,572

貸倒引当金 △17,694 △17,394

投資その他の資産合計 4,059,675 4,204,404

固定資産合計 8,694,413 8,879,960

資産合計 26,555,879 26,241,056

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び工事未払金等 5,615,334 5,092,885

短期借入金 175,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 315,000 400,000

未払法人税等 809,676 382,039

未成工事受入金及び前受金 246,752 230,942

賞与引当金 132,406 199,860

その他 619,261 983,727

流動負債合計 7,913,431 7,389,455

固定負債

長期借入金 100,000 200,000

資産除去債務 42,945 42,945

繰延税金負債 372,590 347,585

その他 18,094 16,678

固定負債合計 533,630 607,210

負債合計 8,447,062 7,996,665

純資産の部

株主資本

資本金 565,295 565,295

資本剰余金 377,087 377,087

利益剰余金 16,200,001 16,385,949

自己株式 △25,537 △25,537

株主資本合計 17,116,846 17,302,794

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 895,745 841,683

為替換算調整勘定 15,256 21,530

退職給付に係る調整累計額 68,041 63,740

その他の包括利益累計額合計 979,043 926,954

非支配株主持分 12,926 14,642

純資産合計 18,108,816 18,244,390

負債純資産合計 26,555,879 26,241,056
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高

商品売上高 4,997,654 5,177,295

完成工事高 6,943,672 7,555,897

売上高合計 11,941,327 12,733,193

売上原価

商品売上原価 3,566,295 3,751,518

完成工事原価 5,147,209 5,427,480

売上原価合計 8,713,504 9,178,998

売上総利益

商品売上総利益 1,431,359 1,425,777

完成工事総利益 1,796,463 2,128,417

売上総利益合計 3,227,823 3,554,194

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 2,348,397 2,468,444

営業利益 879,425 1,085,749

営業外収益

受取利息 516 631

受取配当金 29,951 29,427

仕入割引 669 609

受取賃貸料 20,453 21,053

技術提供収入 271 85

保険解約返戻金 2,893 14,029

その他 1,985 4,708

営業外収益合計 56,741 70,545

営業外費用

支払利息 3,230 2,517

支払手数料 2,056 12,977

その他 3,144 －

営業外費用合計 8,432 15,495

経常利益 927,735 1,140,799

特別利益

固定資産売却益 2,253 －

投資有価証券売却益 11,050 74

特別利益合計 13,304 74

特別損失

投資有価証券売却損 8,434 －

投資有価証券評価損 9,146 13,821

固定資産除却損 － 454

特別損失合計 17,581 14,275

税金等調整前四半期純利益 923,459 1,126,598

法人税、住民税及び事業税 289,141 365,560

法人税等調整額 2,365 △690

法人税等合計 291,506 364,869

四半期純利益 631,952 761,728

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
6,127 △697

親会社株主に帰属する四半期純利益 625,825 762,425

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 631,952 761,728

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 195,457 △54,062

為替換算調整勘定 △2,928 8,687

退職給付に係る調整額 △2,882 △4,301

その他の包括利益合計 189,646 △49,676

四半期包括利益 821,598 712,051

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 816,935 710,335

非支配株主に係る四半期包括利益 4,663 1,715

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、以下のように変更しております。

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品の国内販売において、出

荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識してお

ります。

・従来は営業外費用に計上しておりました売上割引については、商品売上高から減額しております。

・顧客との契約や取引慣行等により顧客から受け取った又は受け取る対価の一部あるいは全部を顧客に返金すると見

込む場合、受け取った又は受け取る対価の額のうち、当社が権利を得ると見込まない額について、返金負債を認識し

ており、返金負債の決済時に顧客から商品を回収する権利について、返品資産を認識しております。なお、返金負債

及び返品資産の額については、各決算日において見直しを行っております。

・完成工事高及び完成工事原価の計上基準として、従来は進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より、一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履

行義務の充足に係る進捗率を見積り、当該進捗率に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しておりま

す。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、発生原価に基づくインプット法によっております。ま

た、期間のごく短い工事及び一時点で充足される履行義務は、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しており

ます。

・買戻し契約に該当する有償支給取引については、従来は支給品について棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より、金融取引として有償支給先に残存する支給品について棚卸資産を引き続き認識すると

ともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について有償支給取引に係る負債を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の商品売上高は6,009千円減少し、完成工事高は89,634千円増加し、売上高

合計は83,624千円増加しております。商品売上原価は3,161千円減少し、完成工事原価は63,162千円増加し、売上原

価合計は60,000千円増加しております。営業利益は23,623千円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ25,450千円増加しております。また、完成工事未収入金は196,840千円増加し、未成工事支出金は142,998千円

減少し、商品は546,092千円増加し、返品資産により流動資産のその他は32,477千円増加しております。返金負債及

び有償支給取引に係る負債により流動負債のその他は589,064千円増加しております。さらに、利益剰余金の当期首

残高は12,285千円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び完成工事未収入金等」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形及び売掛金」及び「完成工事未収

入金」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従っ

て、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これにより四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。
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